





























































































































　つぎに② 18世紀の聖画 5点です。これらは、描き方などから 18世紀に制作されたと言われる作品です。
先ほど 17世紀の版画作品からフェリーペに対する関心が次第に高まる過程が伝わってくる点を指摘しました
が、こちらの作品は、ひとつのメッセージを共有しているかのようです。「殉教者フェリーペ、聖フェリーペ
崇敬は殉教者の崇敬である」というようなメッセージです。そこには聖フェリーペ崇敬への称賛が込められて
いるようにも受け取れます。
　ここでの共通のモチーフは、磔刑姿、イバラの冠とシュロの葉、天使といったものです。実際、17世紀に
聖性を高める作業がかなり進められており、18世紀にもなるとその聖性がある程度定着する傾向にあったの
ではないでしょうか。そうして定着した聖性をもとに望まれたさらなる崇敬の普及、それこそが、聖画がもつ
目的ではないでしょうか。その際全面的に出したかったのが、「キリストの磔刑に用いられたと同じ形状の十
字架で磔刑に処せられた聖フェリーペ」のイメージだったのでしょう。
　ここからは③独立前夜の版画です。これらの版画にはこれまで見てきたものとは異なった点があります。そ
れは下部の図柄です。最初の作品では、祝典の日の宗教行列の模様が描写されています。1629年以降、2月 5
日が聖フェリーペの祝日とされ、宗教行列付きの盛大な祝典が開催されてきました。その行列の光景で、町中
を練り歩いた長蛇の行列が最後にメキシコ市大聖堂内へ入る場面です。大空には一羽の鷲が大きく翼を広げ
舞っています。それは鷲が優雅に大空を旋回する情景を想像させます。鷲は聖フェリーペ崇敬に対する栄誉と
誇りを伝えているように思えます。
　そのほかの作品の主に下部に描出された図柄に関して、特に紋章を比較していくことにします。これらの紋
章はメキシコ市章として用いられています。ここでメキシコ市章について簡単に説明させていただきます。メ
キシコ市章には二つの図柄があります。スペイン性を持つものとメキシコ性を持つもの。スペイン性を持つ市
章は、征服直後の 1523年にスペイン国王カルロス一世がメキシコ市に授与した紋章で、「湖に浮かぶ島、岸
と島を結ぶ 3本の橋、島に建てられた城、立ち上がり城を支える二頭のライオン、周辺を飾る 10枚のウチワ
サボテン」の図柄となります。ここでは城とライオンがスペイン性を示すことになりますが、こちらが、現在
に至るまで、正式なメキシコ市章となっています。一方、メキシコ性を持つ市章は「サボテンの上に鷲が止ま
り、蛇を喰らう」図柄の紋章で、主に 17世紀以降にクリオージョが市章として好んで用いた図柄ですが、こ
れは正式なメキシコ市章ではありません。
　これらの点に留意し、それぞれの紋章をご覧ください。この時代の版画にはスペイン性とメキシコ性が示さ
れていることがわかります。
　まず、左から二つ目の作品では蛇は見えませんが、サボテンの上に鷲が止まっている図柄で描かれています。
これもメキシコ市章を意味するものと言えます。もちろん、メキシコ性を感じさせるメキシコ市章です。この
図柄は十字架と一体化して、さほど目立ってはおりません。三つ目の作品では下部で福者フェリーペの説明を
していますが、その中央で鷲が紋章に寄り添っています。それは大切なものをことさら大事そうに守ろうとす
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る姿のように映ります。よく見ると、そこには、先に指摘した、スペイン国王カルロス一世がメキシコ市に授
与した市章があり、その上に大きな王冠が飾られています。王冠はスペイン王家を意味するので、紋章の図柄
と王冠の双方でスペイン性が際立っていると言えるでしょう。
　四つ目の作品は他の作品と構図が異なり、紋章が中央の図柄の一部を構成しています。これはサボテンの上
に鷲が止まり、蛇を喰らう図柄でメキシコ性を持つメキシコ市章です。その大きさ故にメキシコ性を描写する
だけでなく、ことさらに強調しようとする強い意志が推察されます。五つ目の作品は 18世紀後半のものと考
えられる作品です。紋章は下部中央に見られます。豪華な羽飾りをつけた「サボテンと鷲と蛇」の図柄で、メ
キシコ性を持つ紋章と言えますが、鷲の頭上には星が置かれ、さらに紋章の上に王冠が飾られていることから、
この版画に描かれたメキシコ市章は、スペイン性とメキシコ性を同時に持っていると理解できます。
　ところでこれらの作品からは以前のような崇敬の形成や普及というイメージは沸きません。伝わってくるの
は、当時の人々のメキシコ市、あるいは、メキシコに対する意識です。これらの聖フェリーペ図像はまさしく
独立前夜の空気を表しているのではないでしょうか。
　この時期のものでもう一点、1802年の作品があります。これはそのほかの五点と違い、磔刑姿のフェリー
ペではありません。十字架から降りた姿です。私が知る限り、版画としてはこれが最初の「立ち姿」ですが、
実はこういった立ち姿は、18世紀に教会堂に奉納されたフェリーペ像の多くに用いられています。
　最後に④ 1897年の聖画 1点です。ここでの聖フェリーペはこれまでには見られないポーズ、「十字架の道
行き」で表現されています。この年メキシコ市内のかつてフランシスコ会修道院があった区画の一角に聖フェ
リーペの名を冠する教会堂が建立され、その主祭壇に納められた作品です。実のところ、この聖画で「キリス
トとの類似性」の模索が完結すると言えます。「十字架の道行き」「磔刑姿」「立ち姿（これを復活とすれば）」
という三つのテーマを図像に持つことで、フェリーペのイメージはキリストのイメージと完全に重ねられたこ
とになるからです。
　こののちの聖フェリーペ崇敬は普遍的な崇敬へと変容していきます。本日、崇拝の特徴を説明したときに触
れたように、現在は、三つの傷跡についても、かつてクリオージョのシンボルとされていたことも語られませ
ん。現在は「日本で十字架に処せられなくなったメキシコの最初の聖人で、奇蹟のイチジク伝説を持つ聖人」
と理解されています。
　図像の紹介は以上です。
まとめ
　ここでもう一度本日紹介しました図像を見ながら、発表を終えたいと思います。本報告では、聖フェリーペ
の図像 16点に着目し、それらに関する個別の比較からその時代における崇拝の状況を把握し、また時代ごと
の比較を通じ、前後の時代の崇拝動向や崇拝と社会の繋がりの移り変わりを明らかにすることができたかと思
います。
　最後に、本日紹介した図像は美術作品としてではなく歴史史料として扱ってまいりました。聖フェリーペの
図像の歴史史料としての意義を一言で申しますと、「図像が視覚を通して崇拝に関する歴史的理解を促す」ひ
とつの模範的な例になる。そのように言えるのではないでしょうか。
　本日はご清聴ありがとうございました。
